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三沢市国民健康保険運営協議会事録概要 

 

１．日 時：平成２７年８月２６日（水）午後１時３０分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

市 長：種市 一正 

 

【委 員】（１１名） 

会  長：山本 弥一 

会長代行：瀬崎 雅弘 

委  員：馬場 騎一  樋口 茂樹  中山 宏祥  小西 史人  豊川  敦 

鷹架 良子  坂本 幸子  立花  肇  畑山 陽子 

 

【事務局】（５名） 

民 生 部 長：山本 智香子 

国保年金課長：小泉 厚子   課長補佐：湊  博一 

保険税係長：石井 美代子  国保係長：柳川 哲彦 

 

４．議 事 

司  会： それでは、定刻となりましたので、ただ今から三沢市国民健康保険運営協議会を開催い

たします。 

初めに、定足数についてご報告いたします。 

本日は、「澤口委員」、「澤上委員」から欠席との報告を受けておりますので、本日の

出席委員数は１１名でございます。 

規則の定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

ここで、市長よりご挨拶申し上げます。 

 

市  長： ≪三市長挨拶≫ 

 

司  会： ありがとうございました。 

次に、山本会長よりご挨拶をいただきたいと思います。 

      よろしくお願いいたします。 

 

会  長： ≪山本会長挨拶≫ 
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司  会： ありがとうございました。 

市長は、公務のため、ここで退席となります。 

それでは、これから議事に入りますが、議長は協議会規則第３条により会長が務める事

となっておりますので、山本会長には議長席に移動していただき、議事の進行をお願いい

たします。 

 

議  長： それでは、「議事」に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私

からの指名でしてよろしいでしょうか。 

 

委  員：【異議なしとの発言あり】 

 

議  長： 異議なしと言う事でありますので、それでは、「瀬崎委員」と「樋口委員」の両名を議

事録署名人といたします。 

よろしくお願いします。 

それでは早速ではございますが、次第に従いまして、進めてまいります。 

初めに、議題「平成２６年度三沢市国民健康保険特別会計決算（見込み）について」で

あります。 

事務局の説明を願います。 

 

事 務 局： ４月の人事異動で民生部へ参りました「山本」と申します。 

      どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

≪以下、配布資料に基づき説明≫ 

 

議  長： ただ今事務局より説明がありましたが、ご質問がありましたらご発言ください。 

 

瀬崎委員： 資料１０ページの（３）「国民健康保険税の収納状況」について、調定額から始まって

書いてありますが、どのように決算に反映されているのか。 

 

事 務 局： 資料１０ページの（３）「国民健康保険税の収納状況」についてご説明いたします。 

三沢市の場合、所特割、資産割、平等割、世帯割の４方式で計算されますが、それらの全

部の金額を合わせたのが調定額になります。 

      収納額は、実際納められた国保税で、収納額を調定額で割ったものが収納率で、平成２

６年度は ８５．６５％となっております。 

      なお、これはあくまでも一般被保険者、退職者被保険者分で、滞納繰越等は含まれてお

りません。 

 

瀬崎委員： 平成２６年度の収納利率が ８５．６５％で、収納額が ８億５，０６４万２千円とな

っていますが、３ページでは国民健康保険税として ９億１，０７９万３０円となってい

るが、この差は何か。 
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事 務 局： ３ページの国民健康保険税は、滞納繰越分も分も入っておりますが、１０ページは、あ

くまでも現年度分だけになりますので、その差と言う事になります。 

 

瀬崎委員： 平成２５年度の三沢市の保険税の収納率は ８６．８７％で、八戸、弘前よりも若干良

かったけれども、平成２６年度は最下位と言う結果になった。 

収納率が昨年度と比べて下がっているが、歳出の方にも収納率を上げるためのキャンペ

ーン等も現に使われているにも関わらず、下がっている大きな理由は何か。 

 

事 務 局： 収納率向上対策事業と言うのは確かに行っておりますが、キャンペーン等ではなく、保

険税を賦課するための経費となっています。 

      特に下がった理由といたしましては、やはり個人の所得額が下がったり、納付の困難な

方が増えていると言う事が大きな理由になっていると考えられます。 

 

瀬崎委員： それは重々分かっておりますが、にも関わらず低下していると言うのは、未納の方と言

うのは、ほぼ同じ方なのか、毎年変わっているのかについてはどうか。 

 

事 務 局： 未納者につきましては、やはり同じ方が多く、それにプラス、納められない新規の方が

増えている状況であります。 

 

瀬崎委員： それでは、継続して払わない未納者に対して、収納してもらうため方策とかはどのよう

に考えているか。 

 

事 務 局： まず一つは、長期間払わない方につきましては、本来であれば有効期限が１年の保険証

を、状況に応じて期間の短い短期保険証や資格証明書を交付する対策を行っています。 

      もう一つは、税務課に同行し夜間徴収に未納者宅を訪問、納付のお願いをしております

が、平成２６年度は前年度より収納率が落ちたと言う事になっております。 

 

瀬崎委員： そう言う努力は認めているが、それに伴って少しは改善しているのか。 

幾ら頑張っても変化がないとか、効果がないと言う状況なのか。 

 

事 務 局： ２６年度も努力しましたが、結果的に収納率が下がった状況であります。 

これまで、社会保険に加入してもずっと届出も出さず、保険税も納めず未納となっている

方もおりましたので、今年度は日本年金機構と契約し、社会保険に加入した方の情報を入

手できるようになったことから、その方々に切り替えの手続きの通知を出して、少しでも

未納を減らすように努めております。 

 

馬場委員： 資料を見ると、約１億円の黒字ですよね。 

収納率は一番悪いし、努力した効果も上がらないのに、黒字となった一番の要因は何か。 
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事 務 局： 平成２６年度、約１億７００万円の黒字となった大きな要因としましては、一般会計か

ら「その他繰入」として ２億７千万円をいただいたのが一番大きな要因であります。 

馬場委員： 通常、法定外繰入はどのくらいあるのか。 

 

事 務 局： 人件費とか事務費につきましては、繰入は認められておりますが、通常、法定外である

「その他繰入」はありません。 

      先ほど説明しましたように、歳入に対する医療費が莫大に増えており、そこを賄えきれ

ないと言うことで、一般会計から特別に「その他繰入」としていただいたものであります。 

 

馬場委員： 分かりました。 

      そうすれば、一般会計から繰入してもらえれば、楽でいい事でしょ。 

      無い方から取れないのはいいが、こっちからは取って、こっちからは取らない、それが

一番不公平感がある。 

 

事 務 局： 楽と言う訳ではありませんが、一般会計から「その他繰入」として２億７千万円いただ

いた結果がこのようになったものであります。 

      平成１２年度から１５年間１度も国保税の改正をしておりません。 

      その間、基金の積み立てがあったと言うこともありますが、平成２０年度に後期高齢者

支援金制度が始まった際にも改正が行われず、現在に至っております。 

今、委員が言われましたように、払う人と払わない人の不公平感と言う問題もあります

し、また、何よりも１２年度から税率がそのままと言うこともありますので、もう一度委

員の皆様に税率改正のご相談申し上げたいと考えております。 

 

議  長： その他ございませんか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： それでは、ないようですので、ただ今の「平成２６年度三沢市国民健康保険特別会計決

算（見込み）について」は、承認することにご異議ございませんか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長： 異議なしということでありますので、「平成２６年度三沢市国民健康保険特別会計決算

（見込み）について」は承認することにいたします。 

次に、報告事項の「特定健診について」であります。 

事務局の説明を願います。 

 

事 務 局：≪配布資料に基づき説明。≫ 
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議  長： ただ今、事務局より説明がありましたが、質問等がありましたらご発言ください。 

      ありませんか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： なしと言う事でありますので、議題を次に移します。 

次に、「その他」ですが、委員の皆様から何かございませんか。 

 

瀬崎委員： 今年、「健康都市宣言」を行いましたが、それに伴って大きな事業とか、活動とか、健

康管理と言う意味合いでの事業計画はあるのか。 

 

事 務 局： 直接の担当は、健康福祉部になりますが、昨年は「健康フェア」を行いました。 

今年度も、「健康フェア」と「講演会」を行う予定であります。 

 

瀬崎委員： 担当課が違うと言うことですが、例えば、メタボを解消のための運動の促進とかは、今

年度は動向を見てからと言う事でしたが、来年度からそう言う動きとかは考えているか。 

 

事 務 局： 確実に、今どのような事業をしているかと言う事については、分からない部分もありま

すが、健康推進課では、特定健診でメタボの基準になった方については、「こう言う運動

の講座をやりますから来ませんか。」などの声掛けをして、保健相談センターで講座を開

いております。 

健康推進課には、国保の特定健診もお願いしている部分もありますので、運動の講座な

どについても、どのようにしたら効果的かと言うことも含めて、検討させていただきたい

と思います。 

 

馬場委員： 先ほどの続きになりますが、平成２６年度決算が約１億円の黒字になったと言う事であ

りますが、いつも議会で共産党さんが、健康保険税を下げろと言います。 

      決算だけを見れば黒字になっているから、上げなくてもいいだろうと言うことになる。 

      決算上は黒字とはなっているが中身は苦しいんでしょ。 

 

事 務 局： 中身的には、説明したとおり赤字で、繰入をしていただいたので黒字になったものであ

ります。 

黒字分は基金に積立しますのが、おそらく平成２７年度すぐ取り崩すことになり、それ

でも足りないのではないかなと考えております。 

      先日、新聞にて県内の１人当たりの保険税の一覧が発表になっておりましたが、三沢市

は真ん中より下でありました。 

他市町村と比較して保険税は決して高い状況ではありませんが、１人当たりの医療費が

平成２５年度７千円ほどだったものが、平成２６年度は約２倍の１万４千円位に上がって

おりますので、このままでは国保財政はますます厳しくなると考えております。 
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議  長： その他、ございませんか。 

      それでは、ないようですので、以上で本日の議題を終了しましたので、これで、議長の

職を終わらせていただきます。 

本日は、ご協力誠にありがとうございました。 

 

司  会： 以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

以 上 


